
 

 

 

 

 

 

 

 

 

月祭が、終わりました。昨年から藤中の文化祭、こんなにも素晴らしく感動をもら
うことは、普通の日常の中では、あまりないことです。どうして、これ程までに、子どもた

ちはピュアにチャレンジできるのか、、、 

私はくちぐせのように、「世界一や日本一はいらない」と言います。それは、藤中だから
ということではなく、人生を進んでいく価値としてそう思っているのです。 

あなたたちは、世界一などを超えた、あなたたちの中だけにある、今、目の前にあ
る、輝きを放ってく
れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す生徒像・教職員像 

 「自ら光り、 
    人のために生きる 
        子ども・教職員・保護者」 

学年目標 
１年 互いに高め合い、感謝の心を実践する生徒 

２年 “なぜ、どうして”を大切に、 

共に考え、ｵﾝﾘｰﾜﾝの自分(達)を創っていこう！ 

３年 目標に向かってとことんやり抜こう 

令和元年 12 月 9 日(月)発行 

〈校長室だより R1#21〉 

 

『愛にあふれた学校を』 

『掃除・笑い・感謝』 

 

世界一は、いらない、 

霜 

動画作成班 助監督 小谷静那 

３年の中学校生活で最後の文化祭 

のーべる賞をとれるくらい平和で楽しかったです。 

２組の思いがつまった「今日からオレは」もウケて楽しかったです。 

最後の文化祭が、２組の仲間と一緒に過ごせて幸せでした。♡ 

高校に行っても、この仲間と過ごせたらいいな～と思いました。 

※ 頭文字をつなげてみてください。これが私の率直な思いです。 

挨拶にルールはありませんが、『その人に気持ちをむける
こと』なのだ、と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ったということを、終わってから、改めて感じました。 

 

 

 

 

 

      萌々香さんが、涙をこらえながら話す姿が、今も体育館に残っています。 

 

令和元年、日光市立藤原中学校 霜月祭 

合唱コンクール クラスメッセージ 

私たちが歌う自由曲は、合唱としてあまり使われない曲です。そのため、高音や音程などの難し

さに直面し、たくさん悩んできました。そのたびに実行委員長を中心に話しあいを重ねてきまし

た。そんな私たちだからこそできる合唱を、みんなで話し合って決めた「後悔しない。」という目

標に向けこの会場に響かせます。 

そして、ここである人からのメッセージを代読します。 

皆さんは今ステージに立って緊張していますか?それともワクワクしていますか？僕が藤原中を離

れてから約一週間が経ちます。最後の日、恥ずかしくて直接言えなかったことをこの場でお時間を

お借りして伝えさせてください。 

片山 計算たすかったよ、ありがとう 

ほたか 数学教えてあげたんだから、頑張れよ。 

脩 しゅう全開で、キャラ面白かったよ。 

大島さん バスケ上手かった、尊敬します。 

りゅうせい 勉強すごいな、今度教えてね。 

寺主さん とうやさんと一緒に笑わせてくれてありがとう。 

あやか 押し相撲さすがだった。面白かったよ。 

三品 短い間だったけどありがとう。 

しんのすけ 話してて楽しかったよ。 

みこ いろいろ話してくれてありがとう。 

しゅん 学級委員長もにゃんこ大戦争も頑張れよ。 

さわ アルバムの絵、感動した、ありがとう。 

はやと はやとがいれくれたから早くなじむことができたよ。たくさん笑わせてくれてありがと 

とーさん 個人ステージ、とーさんらしく頑張れ。 

ゆうちゃん 一緒に踊ったり遊んだりできて、よかった、本当にありがとう。 

みずき クラスのこと仕切っててすごいな。これからも大きく成長してね。 

伊藤さん たくさん構ってくれてありがとう。怒ると怖かったけど、楽しかったよ。 

半田 半田と出会えて、よかった。最高に楽しかったよ。大好きだからね。 

そして星野先生。先生の授業は本当に楽しかったです。また、先生とお会いすることができたら、

ぜひ勉強を教えてください。 

 

みんなと一緒にあのステージで歌えなかったこと、とても残念だけれど、新潟からずっと応援して

います。みんなならできる。頑張れ！！！ 

長くなってしまったけれど、僕にとって、３－１はかけがえのない大切な場所です。 

 

                      藤中３－１が大好きな川越匠翔より 

 

私たちはここにいる会場の皆さんに、そして何より、私たちに大きな影響を与えてくれた遠く離れ

た場所にいる大切な仲間に聴かせるために今までの全てを出し切り思いを届けます。 

 

 


